
▲森本副委員長が岸さんをアピール▲学習会では「せやろがいおじさん」の講演を聞いた

▲せやろがいおじ
さんこと榎森さん

▲春闘勝利をめざし、四条河原町をデモ行進する参加者
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岸
ま
き
こ
参
議
院
議
員
は

３
月
１４
日
、
参
議
院
予
算
委

員
会
の
集
中
審
議
で
石
破
首

相
、
福
岡
厚
生
労
働
大
臣
に

対
し
質
問
し
た
。

　

石
破
首
相
へ
の
初
質
問
の

機
会
で
も
あ
り
、
本
来
は
就

職
氷
河
期
世
代
（
私
も
こ
の

世
代
）
を
と
り
ま
く
問
題
の

解
決
策
や
、
年
金
制
度
改
革

法
案
の
今
後
の
取
扱
い
、
そ

し
て
地
域
に
お
け
る
介
護
の

在
り
方
に
つ
い
て
じ
っ
く
り

と
政
府
の
姿
勢
を
問
う
予
定

だ
っ
た
。

　

し
か
し
、
前
日
に
発
覚
し

た
１０
万
円
の
商
品
券
配
布
問

題
に
つ
い
て
時
間
を
割
か
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
。
法
に
抵

触
す
る
か
ど
う
か
も
さ
る
こ

と
な
が
ら
、
改
め
て
自
民
党

の
金
権
政
治
体
質
や
、
額
面

が
国
民
感
覚
と
乖
離
し
て
い

る
こ
と
に
未
だ
に
気
づ
い
て

い
な
い
実
情
を
明
ら
か
に
し

た
。
や
は
り
自
民
党
政
権
を

根
底
か
ら
解
体
す
る
必
要
性

を
強
く
認
識
し
た
。

　

介
護
関
連
で
は
、
私
が
こ

の
間
、
仲
間
の
皆
さ
ん
の
と

こ
ろ
に
お
邪
魔
し
た
際
に
伺

っ
た
、「
こ
の
ま
ま
で
は
訪

問
介
護
が
崩
壊
し
て
し
ま

う
！
」
と
い
う
切
実
な
声
を

届
け
る
た
め
に
質
問
し
た
。

　
「
老
老
老
介
護
」、
老
老
介

護
の
支
援
を
行
う
ヘ
ル
パ
ー

の
方
々
の
年
齢
構
成
が
高
齢

化
し
て
い
る
現
状
を
提
示

し
、
首
相
か
ら
「
ご
指
摘
の

実
情
は
痛
切
に
感
じ
て
い

る
」
旨
の
答
弁
を
得
た
。
引

き
続
き
、
条
件
不
利
地
域
を

は
じ
め
、
地
方
で
暮
ら
し
続

け
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
介

護
制
度
の
在
り
方
を
早
急
に

検
討
す
る
よ
う
、
政
府
に
求

め
て
い
く
。

　

連
合
京
都
は
２
月
２８
日
、

円
山
公
園
野
外
音
楽
堂
で
２

０
２
５
春
季
生
活
闘
争
勝
利

総
決
起
集
会
を
開
催
。
約
２

５
０
０
人
の
組
合
員
が
結
集

し
、
自
治
労
か
ら
は
約
１
０

０
人
が
参
加
し
た
。

　

主
催
者
あ
い
さ
つ
で
、
原

敏
之
連
合
京
都
会
長
は
、「
個

人
消
費
低
迷
か
ら
の
脱
却
の

カ
ギ
は
賃
上
げ
の
広
が
り
と

格
差
是
正
。
働
く
仲
間
が
春

闘
で
の
勝
利
を
実
感
で
き
る

よ
う
各
産
別
・
各
単
組
の
奮

闘
を
」
と
訴
え
た
。
ま
た
今

夏
の
参
議
院
選
挙
に
つ
い
て

「
各
産
別
の
比
例
候
補
全
員

の
勝
利
と
京
都
選
挙
区
に
お

け
る
勝
利
の
た
め
、
構
成
組

織
の
協
力
体
制
が
で
き
る
候

補
者
の
擁
立
の
た
め
野
党
連

携
を
」
と
立
憲
民
主
党
と
国

民
民
主
党
に
候
補
者
の
一
本

化
を
求
め
た
。

　

福
山
哲
郎
立
憲
民
主
党
府

連
会
長
、
中
野
洋
一
国
民
民

主
党
府
連
会
長
ら
に
よ
る
激

励
の
あ
い
さ
つ
を
受
け
、
７

　

府
本
部
南
部
ブ
ロ
ッ
ク
協

議
会
は
３
月
２
日
、
文
化
パ

月
の
参
議
院
議
員
選
挙
で
比

例
区
組
織
内
候
補
を
擁
立
す

る
産
別
代
表
者
よ
り
決
意
表

明
を
行
っ
た
。
自
治
労
か
ら

は
森
本
副
委
員
長
が
登
壇

し
、「
岸
ま
き
こ
さ
ん
の
再

ル
ク
城
陽
で
２
０
２
５
年
度

定
期
総
会
・
総
会
記
念
学
習

選
に
よ
り
公
共
サ
ー
ビ
ス
で

働
く
現
場
の
声
を
国
会
に
届

け
よ
う
」
と
「
岸
ま
き
こ
」

必
勝
に
向
け
参
加
者
の
結
集

を
呼
び
か
け
た
。

　

そ
の
後
、「
み
ん
な
で
つ
く

ろ
う
！
賃
上
げ
が
あ
た
り
ま

え
の
社
会
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
、
働
く
仲
間
の
結
集
で
春

闘
お
よ
び
参
議
院
選
挙
勝
利

を
め
ざ
す
集
会
ア
ピ
ー
ル
を

採
択
し
、
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー

で
集
会
を
締
め
く
く
っ
た
。

　

集
会
後
は
、
京
都
市
役
所

ま
で
デ
モ
行
進
を
行
い
、
シ

ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
で
道
行
く

市
民
に
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

会
を
開
催
し
た
。

　

学
習
会
で
は
、
社
会
問
題

に
対
す
る
問
題
提
起
な
ど
を

叫
ぶ
ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー
「
せ

や
ろ
が
い
お
じ
さ
ん
」こ
と
、

榎
森
耕
助
さ
ん
を
招
き
、
沖

縄
の
現
状
や
安
全
保
障
、
人

権
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
に

つ
い
て
講
演
を
受
け
た
。

　

奈
良
県
出
身
の
榎
森
さ
ん

は
、
米
軍
基
地
が
隣
接
す
る

大
学
に
進
学
し
、
沖
縄
県
在

住
。
学
生
時
代
は
、
周
辺
に

暮
ら
す
ア
メ
リ
カ
人
に
よ
る

文
化
に
親
し
み
を
感
じ
る

も
、
や
は
り
日
本
の
米
軍
基

地
の
約
７
割
が
沖
縄
に
集
中

し
て
い
る
こ
と
を
問
題
視
。

　

そ
し
て
、「
ど
の
様
な
社

会
問
題
と
向
き
合
う
に
も
マ

イ
ノ
リ
テ
ィ
と
マ
ジ
ョ
リ
テ

ィ
の
立
ち
位
置
が
コ
ロ
コ
ロ

変
化
し
て
し
ま
う
こ
と
の
複

雑
さ
」
や
、「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
ヘ

イ
ト
に
よ
っ
て
、
あ
る
日
突

然
、
身
に
覚
え
が
な
い
ま
ま

現
状
変
化
が
生
じ
る
危
険

性
」
な
ど
に
つ
い
て
実
体
験

を
も
と
に
紹
介
。「
一
人
ひ

と
り
が
政
治
・
選
挙
へ
の
関

わ
り
を
持
つ
こ
と
が
人
に
優

し
い
社
会
に
つ
な
が
る
」と
、

政
治
へ
の
関
心
を
示
す
こ
と

の
重
要
性
を
わ
か
り
や
す
く

訴
え
た
。

　

先
日
、映
画「
ウ

ィ
キ
ッ
ド
」
を
鑑

賞
し
た
。「
オ
ズ

の
魔
法
使
い
」
の

前
史
に
あ
た
る
物

語
で
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
基

に
映
画
化
さ
れ
た
▼
主
人
公

は
、
緑
色
の
肌
を
持
つ
エ
ル

フ
ァ
バ
と
、
美
し
く
人
気
者

の
グ
リ
ン
ダ
。
エ
ル
フ
ァ
バ

は
緑
色
の
肌
の
せ
い
で
生
ま

れ
な
が
ら
に
差
別
を
受
け
、

周
囲
か
ら
疎
外
さ
れ
て
き
た

が
魔
法
大
学
で
才
能
を
見
出

さ
れ
る
。
グ
リ
ン
ダ
は
特
権

的
な
立
場
に
あ
る
が
、
エ
ル

フ
ァ
バ
の
信
念
と
優
し
さ
に

共
鳴
し
、
見
た
目
や
立
場
に

と
ら
わ
れ
な
い
価
値
観
を
学

ん
で
い
く
。
無
二
の
親
友
と

な
っ
た
２
人
だ
が
、
権
力
者

の
陰
謀
に
よ
り
エ
ル
フ
ァ
バ

は
「
邪
悪
な
魔
女
」
と
し
て

社
会
か
ら
追
わ
れ
、
グ
リ
ン

ダ
と
は
異
な
る
道
を
歩
む
こ

と
に
な
る
…
▼
物
語
は
、
外

見
や
先
入
観
に
よ
る
偏
見
が

い
か
に
不
当
で
あ
る
か
を
示

し
、
真
実
を
見
極
め
る
こ
と

の
重
要
性
を
訴
え
る
。
同
時

に
肌
の
色
や
生
ま
れ
に
よ
る

差
別
、
権
力
者
に
よ
る
情
報

操
作
な
ど
、
現
代
社
会
で
も

根
強
く
存
在
す
る
問
題
に
対

す
る
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
が
テ
ー

マ
と
な
る
▼
あ
ら
ゆ
る
差
別

の
撤
廃
や
格
差
是
正
を
目
的

と
し
、
す
べ
て
の
労
働
者
が

公
平
に
扱
わ
れ
る
社
会
を
め

ざ
し
て
労
働
組
合
の
活
動
を

す
す
め
よ
う
。�

（
Ｎ
）

　

自
治
労
は
２
月
２８
日
に
開

催
し
た
拡
大
闘
争
委
員
会

で
、
ス
ト
ラ
イ
キ
批
准
投
票

の
結
果
を
報
告
。

　

全
国
７７
・
６０
％
の
批
准
率

で
ス
ト
ラ
イ
キ
を
含
む
闘
争

指
令
権
が
確
立
し
た
。
府
本

部
の
批
准
率
は
８２
・
４４
％

（
最
終
）
だ
っ
た
。
各
単
組

・
組
合
員
の
ご
協
力
に
感
謝

申
し
上
げ
る
。

連合京都2025春闘勝利！総決起集会

賃
上
げ
が
当
た
り
前
の
社
会
へ

賃
上
げ
が
当
た
り
前
の
社
会
へ

７７
・
６０
％
で

ス
ト
ラ
イ
キ
権
の

体
制
確
立

２
０
２
５
春
闘

岸
ま
き
こ
活
動
報
告

南
部
ブ
ロッ
ク
協
が
政
治
学
習
会

南
部
ブ
ロッ
ク
協
が
政
治
学
習
会

一
人
ひ
と
り
が
政
治
に
関
心
を

一
人
ひ
と
り
が
政
治
に
関
心
を
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首
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「
生
活
時
間
を
大
切
に
」
と
ア
ピ
ー
ル

▲浅倉名誉教授

▲山田悠馬青年部長（中央）ほか役員体制が信任された

　

３
月
６
日
、
東
京
有
楽
町

で
「
３
・
８
国
際
女
性
デ
ー

自
治
労
女
性
集
会
」「
連
合

３
・
８
国
際
女
性
デ
ー
全
国

統
一
行
動
中
央
集
会
」
が
開

催
さ
れ
た
。

　

自
治
労
集
会
で
は
、
女
性

差
別
撤
廃
条
約
実
現
ア
ク
シ

ョ
ン
共
同
代
表
で
早
稲
田
大

学
名
誉
教
授
の
浅
倉
む
つ
子

さ
ん
が
「
労
働
世
界
の
ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
～
女
性
差
別
撤

廃
条
約
か
ら
考
え
る
～
」
を

テ
ー
マ
に
講
演
を
行
っ
た
。

　

日
本
は
１
９
８
５
年
に
条

約
に
批
准
し
、そ
の
後
の「
男

女
雇
用
機
会
均
等
法
」
の
制

定
に
結
び
付
い
た
。
条
約
に

お
け
る
「
女
性
差
別
」
と
は
、

性
に
基
づ
く
区
別
、
排
除
ま

た
は
制
限
で
あ
り
、
い
か
な

る
分
野
に
お
い
て
も
間
接
的

な
差
別
も
含
ま
れ
る
。
こ
の

条
約
に
批
准
し
て
い
な
が

ら
、
昨
年
の
世
界
に
お
け
る

日
本
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ

プ
指
数
は
１
４
６
カ
国
中
１

１
８
位
と
低
迷
し
て
い
る
。

そ
の
原
因
は
複
数
考
え
ら
れ

る
が
、「
選
択
的
夫
婦
別
姓

制
度
」や「
同
性
婚
」を
い
ま

だ
認
め
な
い
よ
う
に
、
現
状

を
変
え
よ
う
と
し
な
い
政
治

に
も
大
き
な
責
任
が
あ
る
。

　

女
性
差
別
撤
廃
条
約
や
そ

の
他
の
条
約
に
は
す
べ
て
時

代
の
変
化
に
応
じ
て
そ
の
実

効
性
を
強
化
す
る
「
選
択
議

定
書
」
が
車
の
両
輪
と
し
て

存
在
す
る
。
こ
れ
に
批
准
す

る
こ
と
に
よ
り
、
国
内
で
救

済
さ
れ
な
か
っ
た
人
権
侵
害

に
つ
い
て
、
国
際
機
関
が
調

査
し
、
当
該
国
に
対
し
て
是

正
を
求
め
勧
告
が
出
さ
れ
る

と
い
う
効
果
が
あ
る
。
と
こ

ろ
が
日
本
は
こ
の
選
択
議
定

書
に
は
批
准
し
て
い
な
い
。

　

そ
の
結
果
、
国
内
の
裁
判

所
に
お
い
て
条
約
は
、
司
法

判
断
に
は
「
直
接
適
用
可
能

性
が
な
い
」
と
い
う
絵
に
描

い
た
餅
と
な
っ
て
い
る
。
昨

今
機
運
が
高
ま
っ
て
い
る

「
選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
」

が
導
入
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

に
つ
い
て
、
女
性
差
別
撤
廃

条
約
に
基
づ
け
ば
夫
婦
同
一

氏
の
強
制
は
「
条
約
違
反
」

で
あ
る
が
、「
直
接
適
用
可

能
性
が
な
い
」
た
め
合
法
と

さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

　

い
ま
の
保
守
政
権
下
で
人

権
に
関
わ
る
事
項
が
数
多
く

滞
っ
て
い
る
。
経
済
界
、
政

界
、
そ
の
他
意
思
決
定
機
関

へ
の
女
性
参
画
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

Ｑ
や「
同
性
婚
」な
ど
の
多
様

性
を
受
け
入
れ
る
制
度
の
確

立
な
ど
、
あ
げ
れ
ば
き
り
が

な
い
。ま
た
、国
際
機
関
の
女

性
差
別
撤
廃
委
員
会
（
Ｃ
Ｅ

Ｄ
Ａ
Ｗ
）
は
、「
男
系
男
子

の
み
」
に
皇
位
継
承
権
を
認

め
て
い
る
日
本
の
皇
室
典
範

に
つ
い
て
、「
条
約
に
反
す

る
」
と
表
明
し
た
が
、
政
府

は
「
皇
位
に
つ
く
資
格
は
基

本
的
人
権
に
含
ま
れ
て
お
ら

ず
、
女
性
差
別
に
は
該
当
し

な
い
」
と
し
た
う
え
で
こ
れ

を
内
政
干
渉
と
捉
え
、
外
務

省
は
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ
へ
の
拠
出

金
を
打
ち
切
っ
た
。
私
た
ち

が
知
ら
な
い
と
こ
ろ
で
行
わ

れ
て
い
る
外
交
も
大
き
な
問

題
が
あ
る
。

　

続
い
て
開
催
さ
れ
た
連
合

中
央
集
会
の
最
後
に
は
参
加

者
全
員
が
「
働
き
す
ぎ
に
Ｎ

Ｏ
！
生
活
時
間
を
大
切
に
」

の
ア
ピ
ー
ル
ボ
ー
ド
を
掲
げ

た
。
家
事
労
働
な
ど
を
平
等

に
分
担
す
る
た
め
に
は
労
働

時
間
を
縮
減
し
、「
生
活
時

間
」
を
確
保
す
る
こ
と
が
重

要
だ
。
余
裕
の
あ
る
「
生
活

時
間
」
の
中
か
ら
「
平
等
」

は
生
ま
れ
る
。

　

誰
も
が
諦
め
な
い
、
生
き

や
す
い
社
会
を
め
ざ
し
、
と

も
に
歩
ん
で
い
こ
う
。

　

自
治
労
京
都
市
職
清
掃
支

部
は
３
月
１０
日
、
青
年
部
の

役
員
選
挙
を
行
い
青
年
部
を

再
建
し
た
。

　

２
０
２
２
年
度
に
採
用
が

再
開
さ
れ
て
以
降
、
青
年
層

　

府
本
部
市
内
・
乙
訓
ブ
ロ

ッ
ク
協
議
会
は
３
月
６
日
、

地
下
鉄
市
役
所
前
駅
の
サ
ブ

ウ
ェ
イ
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
で

「
公
共
サ
ー
ビ
ス
に
も
っ
と

投
資
を
！
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
実
施
。
ア
ピ
ー
ル
チ
ラ
シ

入
り
の
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
配
布

し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
公
共

サ
ー
ビ
ス
現
場
の
疲
弊
が
顕

在
化
し
た
。
自
治
労
で
は
公

共
サ
ー
ビ
ス
を
守
る
た
め
の

「
人
」
と
「
お
金
」
の
確
保

を
訴
え
る
た
め
、
２
０
２
１

年
か
ら
全
国
で
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
展
開
し
て
い
る
。

　

医
療
や
福
祉
、
子
育
て
、

の
組
合
員
が
増
え
て
き
た
た

め
晴
れ
て
再
建
と
な
っ
た
。

　

未
来
に
続
く
環
境
行
政
を

担
う
た
め
支
部
一
丸
と
な
り

取
り
組
み
を
進
め
る
と
し
て

い
る
。

清
掃
、
水
道
・
ガ
ス
な
ど
の

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
多
く
を
、

自
治
労
組
合
員
が
担
い
、
地

域
住
民
の
当
た
り
前
の
日
常

を
支
え
て
い
る
。「
よ
り
安

心
し
た
生
活
の
た
め
に
は
、

地
方
財
政
を
充
実
さ
せ
、
担

い
手
の
確
保
が
重
要
だ
」
と

街
行
く
市
民
に
訴
え
た
。

す
べ
て
の
人
が
清
潔
で
安
全
な
水
の
利
用
を

生
活
時
間
を
大
切
に

生
活
時
間
を
大
切
に

３
・
８
国
際
女
性
デ
ー

市内・乙訓ブロック協が街頭行動

男女間格差のない社会へ

公
共
サ
ー
ビ
ス
に
も
っ
と
投
資
を

公
共
サ
ー
ビ
ス
に
も
っ
と
投
資
を

京
都
市
職
清
掃
支
部

�

青
年
部
が
再
始
動
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